
≪今後の課題≫ 

登録数3.4倍！ 

SOAR-IR登録コンテンツ倍増 

2,400→5,000件 
平成21年度目標 

SOAR-IR登録コンテンツ 8,190件 平成21年度成果 

 

 

 

信州大学機関リポジトリ 

運営要項 

○現在刊行中の紀要を網羅 

 

○学内の関連学会誌も収録開始 

  －『信州公衆衛生雑誌』 

 

○紀要の遡及登録範囲を拡大 

  －Web上での許諾依頼を活用 

 

○ダウンロード件数は昨年度比2.5倍に 

 

○登録コンテンツは全て本文PDFあり 

信州大学機関リポジトリ
（SOAR-IR）の活用にむけて

1

1.機関リポジトリとは？
2.リポジトリ登録の効果
3.成果物を登録する

リポジトリ登録の効果

10

論文入手が
容易に

メタデータ⇒

検索エンジン

電子ジャーナ
ル非購読層

新たな読者
の獲得

全世界から

アクセス

研究者以外も

アクセス

研究成果の
社会還元

大学の活動を

アピール

産学連携の

きっかけに

研究成果の
保存と活用

学会発表・

講演会資料

入手困難な

成果物を

保存・公開

『蚕糸学雑誌』 

初代校長の伝記 

「シーズ発掘試験」 

成果報告書 

・学位論文登録の制度化 

 －提出と同時に登録を計画 

・紀要遡及登録範囲の拡大 

 －Webでの許諾依頼実施中 


